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資料31 騒音に係る環境基準（22年３月末現在）

　ア　騒音に係る環境基準

適用地域

一般地域

昼間（６時から22時）

５５ｄＢ以下

６０ｄＢ以下

道路に面する地域

昼間（６時から22時） 夜間（22時から６時）

６０ｄＢ以下 ５５ｄＢ以下

６５ｄＢ以下 ６０ｄＢ以下

７０ｄＢ以下 ６５ｄＢ以下

(注）

地域の類型

　イ　新幹線鉄道騒音に係る環境基準

基準値

７０ｄＢ以下

７５ｄＢ以下

地域の類型

該当地域

区域欄に掲げる区域のうち
第１種低層住居専用地域
第２種低層住居専用地域
第１種中高層住居専用地域
第２種中高層住居専用地域
第 １ 種 住 居 地 域
第 ２ 種 住 居 地 域 (1) 　新幹線鉄道事業の用に供する駅区等用地及び線路等用地
準 住 居 地 域 (2)
区域欄に掲げる区域のうち
近 隣 商 業 地 域 (3)
商 業 地 域
準 工 業 地 域 (4) 　工業専用地域として定められた区域
工 業 地 域

地域の類型

Ｂ

Ｃ

　幹線交通を担う道路に近接する空間とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び４車線以上の車線を有する市町村道並びに自動車専
用道路に面する地域のうち、２車線以下の車線を有する道路にあっては、道路端から15ｍ、２車線を超える車線を有する道路にあっては、道
路端から20ｍまでの範囲をいう。

Ａ

地域の区分
基準値

４５ｄＢ以下

５０ｄＢ以下

区域

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域

幹線交通を担う道路に近接する空間

第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、第１種中高層住居専用地域及び第２種中高層住居専用地域

近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域及び工業専用地域（久御山町の区域のものに限る。）

Ａ及びＢ

Ｃ

地域の類型

京都市、福知山市（17年12月31日における福知山市の区域に限る。）、舞鶴市、綾部市、宇治市、宮津市、亀岡市、城陽市、向日市、長岡京市、八
幡市、京田辺市、南丹市（17年12月31日における園部町及び八木町の区域に限る。）、木津川市、大山崎町、久御山町、井手町、宇治田原町及び精
華町の区域のうち、都市計画法（昭和43年法律第100号）第８条第１項第１号に掲げる用途地域（久御山町以外の区域にあっては、工業専用地域を
除く｡）として定められた区域

基準値
地域の類型

夜間（22時から６時）

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域及びＣ地域のうち車線を有す
る道路に面する地域

該当地域

第１種住居地域、第２種住居地域及び準住居地域

Ⅱ

地域の類型

　鴨川、桂川及び山科川の河川区域（河川法（昭和39年法律第167号）第６条第１項
の河川区域をいう。）

　東山トンネルの出入口における軌道中心線上の地点を中心とした半径400メートル
の円内のトンネルに係る部分以外のトンネル用地

　東海道新幹線の軌道中心線から両側にそれぞれ400メートル以内の地域（鴨川、桂川及
び山科川の橋梁並びに大山崎町の国道171号線と東海道新幹線とが交差する橋梁に係る地
域については、これら橋梁の橋けた両端のそれぞれの先端部における軌道中心線上の地
点を中心とした半径500メートルの円内の地域）のうち、京都市、向日市、長岡京市及び
大山崎町の区域。ただし、次の各号に掲げる用地、区域等は除く。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ



- 149 -

資料32 騒音規制法に基づく規制基準等（22年３月末現在）

午前８時～午後６時

午前６時～午前８時

午後６時～午後10時

午後10時～午前６時

（注）

第１号区域 第２号区域 第１号区域 第２号区域

（注）1

２ 　環境大臣が指定するバックホウ、トラクターショベル及びブルドーザーを使用する作業を除く。
３ 　当該作業がその作業を開始した日に終わるものを除く。

○自動車騒音に係る要請限度

（注）

区域の区分

規制地域

京都市、福知山市（17年12月31日における福知山市の区域に限る。）、舞鶴市、綾部市、宇治市、宮津市、亀岡市、城陽市、向日市、長
岡京市、八幡市、京田辺市、南丹市（17年12月31日における園部町及び八木町の区域に限る。）、木津川市、大山崎町、久御山町、井手
町、宇治田原町及び精華町の区域のうち、都市計画法（43年法律第100号）第８条第１項第１号に掲げる用途地域（久御山町以外の区域
にあっては、工業専用地域を除く。）として定められた区域

○特定工場等において発生する騒音の規制基準

第１種区域 第２種区域 第３種区域 第４種区域

第１種低層住居専用地域 第１種中高層住居専用地域 近 隣 商 業 地 域 工 業 地 域
第２種低層住居専用地域 第２種中高層住居専用地域 商 業 地 域 工 業 専 用 地 域

第 １ 種 住 居 地 域 準 工 業 地 域 （久御山町の区域のものに限る。）

第 ２ 種 住 居 地 域
準 住 居 地 域

昼　間 ４５dB ５０dB ７０dB

朝・夕 ４０dB ４５dB ５５dB ６０dB

４０dB ４０dB ５０dB

６５dB

５５dB

　第２種区域、第３種区域及び第４種区域の区域内に所在する学校、保育所、病院及び診療所のうち患者を入院させるための施設
を有するもの、図書館並びに特別養護老人ホームの敷地の周囲50メートルの区域内における規制基準は、当該各欄に定める当該値
から５dBを減じた値（第２種区域にあっては夜間を除く。）。

○特定建設作業に伴って発生する騒音の規制基準

作　業　の　種　類
騒音の
大きさ

作業のできない時間 １日あたりの作業時間 同一場所にお
ける作業時間

日曜休日に
おける作業

夜　間

く い 打 機 を 使 用 す る 作 業

８５dB
午後７時～
翌日午前７時

午後10時～
翌日午前６時

く い 抜 機 を 使 用 す る 作 業

く い 打 く い 抜 機 を 使 用 す る 作 業

び ょ う 打 機 を 使 用 す る 作 業

さ く 岩 機 を 使 用 す る 作 業

空 気 圧 縮 機 を 使 用 す る 作 業

コンクリートプラントを設けて行う作業

１０時間 １４時間 連続６日 禁止

アスファルトプラントを設けて行う作業

バ ッ ク ホ ウ を 使 用 す る 作 業

ト ラ ク タ ー シ ョ ベ ル を 使 用 す る 作 業
ブ ル ド ー ザ ー を 使 用 す る 作 業

　第１号区域とは、規制地域のうち、第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、第１種中高層住居専用地域、第２種
中高層住居専用地域、第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、近隣商業地域、商業地域及び準工業地域並びにこれらの
地域以外の規制地域のうち、学校、保育所、病院、診療所のうち患者を入院させるための施設を有するもの、図書館及び特別養
護老人ホームの敷地の周囲80メートルの区域内をいい、第２号区域とは、規制地域のうち、第１号区域以外の区域をいう。

区域の区分
基準値

昼間（６時から22時） 夜間（22時から６時）

ａ区域及びｂ区域のうち１車線を有する道路に面する区域 ６５ｄＢ以下 ５５ｄＢ以下

ａ区域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する区域 ７０ｄＢ以下 ６５ｄＢ以下

ｂ区域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する区域及びｃ区域
のうち車線を有する道路に面する区域

７５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

幹線交通を担う道路に近接する区域 ７５ｄＢ以下 ７０ｄＢ以下

　幹線交通を担う道路に近接する区域とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び４車線以上の車線を有する市
町村道並びに自動車専用道路に面する地域のうち、２車線以下の車線を有する道路にあっては、道路端から15ｍ、２車
線を超える車線を有する道路にあっては、道路端から20ｍまでの範囲をいう。

区域の区分 該当地域

ａ
第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、第１種中高層住居専用地域及び第２種中高層住居専用地
域

ｂ 第１種住居地域、第２種住居地域及び準住居地域

ｃ 近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域及び工業専用地域（久御山町の区域のものに限る。）
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資料33 夜間営業等の騒音の制限（22年３月末現在）

資料34 商業宣伝を目的とした拡声器の使用の制限（22年３月末現在）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

（注）

　同一場所において拡声機を使用する場合は、毎時15分以上の休止時間をおくこと。

６５dB

  地上10メートル以上の位置で拡声機を使用しないこと。

８０dB

７０dB

　測定場所は、拡声機の直下の地点から10メートルの地点とする。

午前８時～午後６時 ５５dB ７５dB

遵　守　事　項

６０dB

５５dB

　午後８時から翌日の午前８時までの間においては、拡声機を使用しないこと（飲食物の販売を目的とする移動式の店
舗により移動して一時的に拡声機を使用する場合であって、周辺の人の健康又は生活環境に係る被害を生じるおそれが
ないときを除く。）。

　幅員４メートル未満の道路においては、拡声機を使用しないこと。

午後６時～午後８時 ５０dB

工 業 地 域
工 業 専 用 地 域

第１種区域 第３種区域 第４種区域第２種区域

用途地域として定められていない区域

近 隣 商 業 地 域
商 業 地 域
準 工 業 地 域

第 ２ 種 住 居 地 域
準 住 居 地 域

第１種中高層住居専用地域

第 １ 種 住 居 地 域
第２種中高層住居専用地域

　50メートル以内の距離で同一の営業者が２以上の拡声機により内容を異にする放送を同時に行わないこと。

第２種低層住居専用地域
第１種低層住居専用地域

　カラオケ装置

　音響再生装置

　拡声装置

（注）　カラオケ装置等の音が外部へ漏れない構造の店には、この使用制限は適用しない。

近 隣 商 業 地 域
商 業 地 域

知事が告示で指定する地域

飲 食 店 営 業

４０dB ５０dB

資材及び土砂その他これらに類するものを屋外で常
時保管する場所においてクレーン・バックホウ等の
機械を使用して行う作業

４０dB

○飲食店営業等の音響機器の使用制限（午後11時～翌日午前６時）

第１種低層住居専用地域
第２種低層住居専用地域
第１種中高層住居専用地域
第２種中高層住居専用地域
第 １ 種 住 居 地 域
第 ２ 種 住 居 地 域
準 住 居 地 域

知事が告示で指定する地域

規制地域

京都市、福知山市（17年12月31日における福知山市の区域に限る。）、舞鶴市、綾部市、宇治市、宮津市、亀岡市、城陽市、向日市、長岡京
市、八幡市、京田辺市、南丹市（17年12月31日における園部町及び八木町の区域に限る。）、木津川市、大山崎町、久御山町、井手町、宇治
田原町及び精華町の区域のうち、都市計画法（43年法律第100号）第８条第１項第１号に掲げる用途地域（久御山町以外の区域にあっては、
工業専用地域を除く。）として定められた区域

○飲食店営業等及び作業の騒音の制限に係る音量基準（午後10時～翌日午前６時）

第１種区域 第２種区域 第３種区域

準 工 業 地 域

工 業 地 域

知事が告示で指定する地域

５５dB喫 茶 店 営 業

専 ら カ ラ オ ケ 装 置 を 使 用 さ せ て 営 む 営 業

５０dB

第１種区域

第 １ 種 住 居 地 域
第 ２ 種 住 居 地 域
準 住 居 地 域
知 事 が 告 示 で 指 定 す る 地 域

第 １ 種 低 層 住 居 専 用 地 域
第 ２ 種 低 層 住 居 専 用 地 域
第 １ 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域
第 ２ 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域

飲 食 店 営 業

喫 茶 店 営 業

専 ら カ ラ オ ケ 装 置 を 使 用 さ せ て 営 む 営 業
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資料35 振動規制法に基づく規制基準等（22年３月末現在）

午前８時～午後７時

午後７時～午前８時

（注）

第１号区域 第２号区域 第１号区域 第２号区域

（注）１

２ 　当該作業がその作業を開始した日に終わるものを除く。

○道路交通振動に係る要請限度

午前８時～午後７時

午後７時～午前８時

昼　間

夜　間

　学校、保育所、病院及び診療所のうち患者を入院させるための施設を有するもの、図書館並びに特別養護老
人ホームの敷地の周囲50メートルの区域内における規制基準は、当該各欄に定める当該値から５dBを減じた値
（第１種区域の夜間を除く。）。

６５dB ７０dB

６０dB ６５dB

舗 装 版 破 砕 機 を 使 用 す る 作 業

商 業 地 域
準 工 業 地 域

近 隣 商 業 地 域

昼　間

夜　間

連続６日
鋼 球 を 使 用 し て 破 壊 す る 作 業

ブ レ ー カ ー を 使 用 す る 作 業

１４時間

く い 打 機 を 使 用 す る 作 業

７５dB
午後７時～
翌日午前７時

禁止

日曜休日に
おける作業

第１種区域 第２種区域

第 ２ 種 住 居 地 域
準 住 居 地 域

工 業 地 域
工 業 専 用 地 域

く い 打 く い 抜 機 を 使 用 す る 作 業 午後10時～
翌日午前６時

く い 抜 機 を 使 用 す る 作 業

規制地域

京都市、福知山市（17年12月31日における福知山市の区域に限る。）、舞鶴市、綾部市、宇治市、宮津市、亀岡市、城陽市、向日
市、長岡京市、八幡市、京田辺市、南丹市（17年12月31日における園部町及び八木町の区域に限る。）、木津川市、大山崎町、久
御山町、井手町、宇治田原町及び精華町の区域のうち、都市計画法（43年法律第100号）第８条第１項第１号に掲げる用途地域（久
御山町以外の区域にあっては、工業専用地域を除く。）として定められた区域

○特定工場等において発生する振動の規制基準

第１種区域 第２種区域
第 １ 種 低 層 住 居 専 用 地 域
第 ２ 種 低 層 住 居 専 用 地 域

５５dB ６０dB

第 ２ 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域

準 住 居 地 域
（久御山町の区域のものに限る。）第 ２ 種 住 居 地 域

第 １ 種 住 居 地 域

６０dB ６５dB

近 隣 商 業 地 域
商 業 地 域
準 工 業 地 域第 １ 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域

○特定建設作業に伴って発生する振動の規制基準

作　業　の　種　類
振動の
大きさ

作業のできない時間 １日あたりの作業時間 同一場所にお
ける作業時間

　第１号区域とは、規制地域のうち、第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、第１種中高層住居専用地域、第２種中高層住
居専用地域、第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、近隣商業地域、商業地域及び準工業地域並びにこれらの地域以外の規制地
域のうち、学校、保育所、病院、診療所のうち患者を入院させるための施設を有するもの、図書館及び特別養護老人ホームの敷地の周囲
80メートルの区域内をいい、第２号区域とは、規制地域のうち、第１号区域以外の区域をいう。

（久御山町の区域のものに限る。）

工 業 地 域
工 業 専 用 地 域

第 ２ 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域
第 １ 種 住 居 地 域

第 １ 種 低 層 住 居 専 用 地 域
第 ２ 種 低 層 住 居 専 用 地 域
第 １ 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域

１０時間
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規制地域

（注）

①　敷地境界における規制基準

1 5

0.002 0.01

0.02 0.2

0.01 0.2

0.009 0.1

0.005 0.07

0.05 0.5

0.05 0.5

0.009 0.08

0.02 0.2

0.009 0.05

0.003 0.01

0.9 20

3 20

1 6

10 60

0.4 2

1 5

0.03 0.2

0.001 0.006

0.0009 0.004

0.001 0.01

備考 １ 　Ａ地域とは、規制地域のうちＢ地域以外の区域をいう。

２

３

②　排出口における規制基準　　

③　排出水に係る規制基準　　

　　 ①の規制基準の値を基礎として悪臭防止法施行規則第４条に規定する方法により算出して得た濃度

ノ ル マ ル 吉 草 酸

イ ソ 吉 草 酸

キ シ レ ン

プ ロ ピ オ ン 酸

ノ ル マ ル 酪 酸

　　 ①の規制基準の値を基礎として悪臭防止法施行規則第３条に規定する方法により算出して得た流量

　Ｂ地域とは、規制地域のうち農業振興地域の整備に関する法律（昭和44年法律第58号）第６条の規定によ
り農業振興地域として指定された地域及び国土利用計画法（昭和49年法律第92号）第９条の規定により森林
地域として定められた地域（都市計画法第７条第２項に規定する市街化区域にあるものを除く。）をいう。

　京都市については、規制地域全域に上記Ａ地域の許容限度と同一の許容限度を設定している。

酢 酸 エ チ ル

メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン

ト ル エ ン

ス チ レ ン

イ ソ ブ チ ル ア ル デ ヒ ド

ノ ル マ ル バ レ ル ア ル デ ヒ ド

イ ソ バ レ ル ア ル デ ヒ ド

イ ソ ブ タ ノ ー ル

ト リ メ チ ル ア ミ ン

ア セ ト ア ル デ ヒ ド

プ ロ ピ オ ン ア ル デ ヒ ド

ノ ル マ ル ブ チ ル ア ル デ ヒ ド

メ チ ル メ ル カ プ タ ン

硫 化 水 素

硫 化 メ チ ル

二 硫 化 メ チ ル

ア ン モ ニ ア

京都市、福知山市、舞鶴市、綾部市、宇治市、宮津市、亀岡市、城陽市、向日市、長岡京市、八幡市、京田辺市、京
丹後市、南丹市、木津川市、大山崎町、久御山町、井手町、宇治田原町、笠置町、和束町、精華町、南山城村、京丹
波町及び与謝野町

単位：ppm

特定悪臭物質の種類
許    容    限    度

Ａ　　地　　域 Ｂ　　地　　域

　京都市にあっては都市計画法（43年法律第100号）第７条に規定する市街化区域及び市街化調整区域に、亀岡
市及び南丹市（17年12月31日における園部町及び八木町の区域に限る。）にあっては市街化区域に、京丹後市
にあっては16年３月31日における大宮町の区域に、京丹波町にあっては17年10月10日における丹波町及び瑞穂
町の区域に限る。


